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要 旨 ：

加速度脈波 は非観血的に反復 して末梢循環動態の検索が可能な検査であり、 動脈硬化性変化の判

定にも有用 である。著者はこれまでに平成 １３年度大東町住民基本健康診査受診者のうち４１ 歳～８２

歳 （平 均 年 齢 ６２．８ 歳）、 １３１名 の 住 民の 加 速 度脈 波 の 測 定 を行 い、 主 にそ の 加 齢変 化 を 検 討 した。

その結果、 ７４％は血管推定年齢 （以下血管年齢） が正常範囲 であった。 中壮年層に血管年齢が高い

住 民が 目 立っ た が、 そ れ に 対 して ６０ 歳 代 を 境に、 高 齢 者の なか に は非 常に 若々 しい 血 管 を 有 する

住 民 が 目 立っ た。 そ れ 以 降 の同 調 査の 継 続 に より、 血 管 年齢 は ６０ 歳代 を境 に 中壮 年層 は 高く、 高

年齢層が有意に若いという結果が得られた。 さらに血管に起こる早期の硬化性変化とそれに関与す

る因 子 の 検 討 を行 い、生活 習 慣病 一 次 予 防 へ むけ て の 試み を 平 行 して行 っ てき た。今 回 は主 に 食 事、

運動、 ス ト レス に注 目 して解 析 を おこ な っ た。 血 管 年 齢 が 正 常範 囲 で ある 緯 （１２０ 名） と 血 管 年 齢

が高 い群 （４５ 名） の ２ 群間 に お いて、
Ｆ山 目に 歩く 時間 が ６０ 分以 上」 で ある の は、 血管 年 齢 正 常

群 で は ３１％ で あり、血 管 年 齢が 高 い 群 で は １８％ で あり、こ れ ら は統 計 的 に有 意 で あっ た（ｐ＜０．０５）。

適正な血管年齢 を保持する ためには目常に一冒６０分程度 （９０００歩前後） の歩行の必要性が示唆さ

れ た
。

はじめ に

「人 は 血 管ととも に 老いる」とい わ れるが、 血 管 の

老 化 は加 齢 にともな い個 人 差 が 大きくなり、様 々 な

因 子 の 関 与を受 ける。 著 者 らは す で に平 成１３年

の大東町基本健康診 査時に、住 民の指趾 におけ

る加 速度脈波の測定により得られた血管推定年齢

（血 管 年 齢）より、
動 脈 硬 化 変 化の 程 度 を判 定し、

血管変化との関連が予測される身体所見や、検査

所 見を加 味した 因子 の 検 討を行った。 そ の 結 果、

７４％ は血 管 年 齢 が歴 年 齢 相 当 で あっ た が、 若 い

年齢群に血管年齢が高い住民が目立ち
、 高齢者

のなかには非常に若々 しい血管を有する例が目

立 つ た
。

その後も基本健診 時に継続して行っている加 速

度脈波測 定結果をもとに、今回はさらに大東町に

おける壮年期以 降の各年齢層の血管変 化や、
生

活習慣との詳細な検討を行った。これらは生 活習

慣 が 血 管 変 化 に 及 ぼ している因 子を 解 析し、さら

に 生 活 習 慣 病 の 一 次 予 防 へ 向 けて、 意義 あること

と 考 え る。

〈血管年齢の各年代層 の検討およ び諾検査

データーとの検討＞

Ｉ． 目 的

加速度脈波により得られた血管年齢や身体の

諸 因 子・所 見 を加 味した 検 討を 通して、 大 東 町 に

おける壮年期以降の各年齢層の健康な住民の血

管加齢変化の検討を行った。さらに血管の加 齢に

関連する要因を抽 出し、 生活習慣 病］ 次予防 に

寄与 する事を冒 的とした。

ｌＩ． 対象と方 法

対象：

平 成１２年、五３年の 大 東 町 住 民 基 本 健 康診 査 時

に加 速 度 脈 波 の 測 定 を希 望した２７２名 （男 性８１

名
、

女 性１９１名 、 平 均 年 齢６３． ３ 歳） で あ る。

方 法：

加速度脈波は指先容積脈波を時間で２次微分し

て 求め たもの で、 波 形の 変 曲 点がより明 確 になる。

さらに非観血的に反復して末梢循環動態を測定す

ることが 可 能 で あり、 特 に 血 管 の 硬 化 性 病 変 の 評

価 に適している。

測 定 に はフクダ 電 子ＳＰ◎一１００を用 い、 安 静 座 位

の 後、さらに５～１０分の 安 静 仰 臥位 で、左 ｎ 指 先、
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左１趾先 で 行った。 基 本 健 康 診 査 時の 身 体 所 見、

血液諸検査値との検討も行った。

加 速 度 １ 脈 波 動 脈 硬 化 指 数 は ＡＰＧＡＩ＝

ｂ－ｃ－ｄ－ａ／ａ
、

血 管 年 齢 は ４３．５ ｘ ＡＰＧＡＩ半６５．９歳 （高 沢 に よ る）

より求 められた。

歳
、

７０ 歳 代 は７４
．
２ 歳

、
６８．７ 歳

、
８０ 歳 代 は ８２．９ 歳

、

７６．９歳 で あった。６０歳 代 で は両 測 定 値 に 有 意 差 は

なかっ た が、 壮 年 者 鮮 で は 血 管 年 齢カミ歴 年 齢より

高 いの に 対して、 高 年 齢 群 で は 歴 年 齢 より若 い 血

管 を有していた。
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図１：加速度脈波（Ａ～Ｇ）とその測定方法
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図３二年代別にみた歴牢齢と血管年齢

珊， 結 果

１． 歴 年 齢と血管 年 齢 の相 関

住民の手の歴年齢と血管年鯖は、ゆるやかな正の

相 関を 呈した。
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図２：歴年齢と血管年齢の棉関の図

２． 年 代 毎に み危 歴年 齢と血 管 年 齢の 検 討

住 民の 歴 年 齢 の 平 均 は６３．３歳 で、加 速 度 脈 波よ

り算 出された 血 管 牢 齢の 平 均 は６４．４歳 であり、血 管

年 齢 の ほうがが や や 高 かった が、 丙 年 齢 間 に 有 意

差 は認 められなかった。

４０歳 から８０歳 住 民を各 年 代 毎 に 検 討 を行った。

歴 年 齢、
血 管 年 齢 の 煩 に４０歳 代 は４５．２歳

、
５４．１ 歳

、

５０ 歳 代 は５４，７ 歳
、

６２．５ 歳
、

６０ 歳 代 は６５．２歳
、

６５－Ｏ

３． 歴 年 齢と血 管 年 齢 の 差 で 分 類した、 群 別 に検

討した基本健診時の諸データー（表４）

対象を、歴年齢と瓜管年齢の差が１０歳以内の群

（疋 常 鮮Ｎ＝２００）と、血 管 年 齢が 歴 年 齢よりも１０歳

以 上 高 い 群（異 常 群Ｎ＝６３）に分 け、 両群 間 の年 齢、

肥 満 度、 収 縮 期 血 圧、拡 張 期 血 圧、 総コレステロ

ー ル
、

Ｈ１１ コ レ ス テ ロ ー ル
、

Ｌ 眺 コ レ ス テ ロ ー ル
、

中

性 脂 肪
、

空 腹 時 血 糖
、

ＨｂＡ１ｃ、
ヘ モ グ ロ ビ ン

、
ヘ マ

トクリットの 艦 に関しても検 討 を行った。

異 常 群 は 有 意 に年 齢 が 若く、 肥 満 度 が 高く、

拡 張期 血圧 が 高く、 ＨＤＬ ヨ レ ステ ロ ー ル 値 が

低く、 ヘ マ トクリ ッ ト値 が 高 かっ た。 諾 検査 値

は何れも測定値としては正常範囲に止まってい

た。

表１） 群別 に検討した基本健診時の諾データ
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く血管年齢と生活習慣の検討＞

Ｉ． 目 的

生 活 習 慣 病 は、 食 ・ 運動 ・ 休 養 な ど複 数 の因

子 の 関 与 に より、 将 来 は脳、 心 臓、 末梢 の 動 脈

の血管障害が惹起されることが明らかにされて

い る。

ここでは大東町町民の血管年齢と生活習慣を

中心と した諸事項の詳細な検討を通 して、 盗管

年齢に関連 していると推察される生活習慣因子

を 明 確 に し て いく こ と を 胃 的 と する。

ｌＩ． 対 象 と 方 法

１、 対 象

平成 １２～１４ 年に大東町住民基本健康診査時

に 加 速 度脈 波 の 測 定 を 希望 した ３鯛 名 の う ち、

生活習慣に関する調査 への協力 が得 られた １７８

名 で あ り、 有効 調 査 票 回収 率 は ５２％ で あっ た。

男 性 ４８ 名、 女性 １３０ 名、 平均 年齢 ６ 壮 １０ 歳

で、
年 代 毎 に ４０ 歳 代 １７ 名

、
５０ 歳 代 ３７ 名

、
６０

歳 代 ６６名、 ７０ 歳 代 ５３名、 ８０ 歳 代 ５ 名 で あ っ

た
。

２． 調 査 期 間

平成 １５ 年７月 に調査の概要と調査への参加

を 問 う用 紙 を 郵送 し、 同 意 を得 ら れ た往 民 に 調

査用 紙 を発 送 した。

３． 方 法

１） 加 速度 脈波 の 測 定 は 図 １ を 参 照。

２） 生活習慣の調査には、 調査用紙 ζ生活習慣

カ ウ ンセ ラ ー」 （中 村 正和 総 監修） を採 用 した
。

質 閤 票と そ れ に 基 づく コ ン ピュー タ ー に よる 生

活 習 慣カ ウ ンセ リ ン グの ア ドバイ ス シス テム は、

平 成 １０～孔２ 年 度 ｒ厚 生 省 ・ 厚 生科 学 研 究 費補

助金」 による健康科学総合科学事業 『行動科学

に基づいた生活 習１貫改善支援の危めの方法論の

確 立と 指導者 教育養 成に 関する 研究 （中村 疋

和）黎における研究成果をもとに開発 されたもの

で あ る
。

郵 送 した調 査用 紙 に、 白 記 式 にて 記入 し、 同

封 の返信用封筒にて返送を依頼し危。

４、 調 査 項 目

調査項目は生活習慣に関する以下の内容から

構 成 され る。 ① 運動 ・ 身 体 活動 に つ いて ９ 問、

② 塩 分の と り 方 につ い て １３ 間、 ③ 脂肪 のと り

方 に つい て １７ 問、 ④ カ ロリ ーの と り 方 に つい

て １０ 聞、 ⑤ お酒 の 飲 み方 に つ い て ４ 閥、 ⑥ た

ぱこ の 吸い 方 に つ いて １０ 問、 ⑦ ニ ヨ チ ン 依 存

症 に つ いて ６ 問、⑧ 食 生活 全 般 につ い て ３０ 問、

⑨ 体 重 変動 に つ い て ３ 問、 ⑩ 睡 眠・ ス ト レス に

つ い て ９ 問、 ⑭ 歯 の 健康 に つ いて ６ 間、 ⑫１ 目

の 過 ご し方に つ い て ６ 間、 ⑬ 女 性 へ （婦 人 科系

内容） ４ 聞、 ⑭健康状態や健診 （検診） につい

て ８ 問、 ⑯ 改 善 した い テ㎞ マ に つ いて、 そ の他

自 由 設 定 にて 改 善 した いテ ー マ を記 載 す る。 各

設 問 の 評 価 は ６ 段 階 で行 わ れ る。

㎜、 結 果

１． 年 代 毎の 集 計

ａ． 運 動

年 代 毎に 昆 る と、
；運動 習 慣 が 合格」で あっ た

の は、７０ 歳 代 が 最 も多く 約 半 数 を 占め た の に対

し、４０ 歳 代女 性 と ５０ 歳 代男 性 は約 １０％ で あっ

た。
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図４：年代毎の ｒ運動習慣合格者」 の割合

脂肪摂取

年代 毎に ｒ脂 肪 摂 取 が 合格」 で あ った のは、

申 壮 年層 に 比 べる と ６０ 歳代、 ７０ 歳 代 の 高 齢層

の 住 民 が 多 かっ た。
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図５；年代毎の ギ脂肪摂取合格者」 の割合

■ 正常範囲 口 高年齢 ！

Ｃ、 塩 分 摂 取

「塩 分 摂 取 が 合 格」 であ っ た の は、 ４０～７０

歳 代 い ず れ も 女 性 の ほ う が 多 く、 約 ６０～

７０％ で あっ た。 塩 分 に 気を 使 っ て いる の は、

む しろ 申 壮 年 層 で あっ た。
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図６：年代毎の 「塩分摂取の合格者」 の割 合

２． 加遠度脈波所 見と生活習慣指標

一血管年齢の正常群と異常群の分類をもとに一

血管年齢が歴年齢と比べてその差が １０ 歳以

内 で あ る 群 （正 常 群） と、 差 が １０ 歳 以 上 あ る

群 （高年齢群） に分けて、 生活習慣の偏りを定

量的に評価する生活習 慣指標の観点より検討を

加 えた。 生活 習 慣 指 標 と して 体 重 変動、 飲 酒、

喫 煙
、

運 動
、

食 事
、

糖 分
、

脂 肪 分
、

塩 分
、

睡 眠、

口 腔衛 生な どが 検 討 さ れ る。
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図７：血管年齢と生活習慣指標上の諾間題

（問題ありの割合）

生活習慣指標：生活習慣の偏りを定量的に評

価 する も の。

生活習慣指標に問題を有する対象者が多い内

容 の 検 討 を行 っ た。 問題 を 有 す る割 合 が 多 い ３

項 胃 は
、

食 事
、

塩 分
、

睡 眠 で あ り、 そ れ ぞ れ

軸一５０％の 対 象 者 が 問題 を 有 して い た。 つ い で

運 動、 糖 分摂 取 に 関 して は、 約 ３０％の割 合 が 問

題 を 有 して い た。 血 管 年 齢が 高 い 群 にお い て 問

題 と な る 割 合 が高 い 生 活習 慣 は、 体 重 の変 動、

運動、 食 事、 塩分 な どで あり、 正 常 群 で割 合 が

多 かっ た の は喫 煙、 睡 眠 で あ っ た。

３． 主な 調 査 項 目 の 集 計 よ り

加遠度脈波より得 られた血管年齢と、 歴年齢

を 比較 して、 正 常 範 囲 で ある Ｎ 群 １２０ 名 と、 高

年 齢 で ある Ａ 群 蝿 名 の ２ 群 間 にお い て、 調 査

項 目 の 結果 に 差を 有 す る習 慣 内 容 を検 討 した。

前 記 の諸 項 目 申、 ２ 群間 に お い て差 が 昆 ら れ

た 項 目 は、 「運 動 不 足 だと 思 う か」、
「亙 目 に 歩

く 時 間」、
「汗 をかく よ う な運 動 の 有 無」、

「食 生

活 に お ける 間題 の 有 無」、
訂塩 分 の 摂 取」、

ｒス ト

レス 対 応」 な どで あ っ た。
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表２：主な生活習慣の調査項目より

加 遼慶脈 波所見⊥

賛悶項 目の’ 翻 回答 正鴬範 Ｎ群
一

肩 隆 齢
．
Ａ群

■■■

Ｎ １ 坐
．、

雌 ５

遵動 不是だと 駄、ます が
はい ５跳 ７３鴨

い い え ３８ ２７

２０分 朱 溝 ２０ ３８

相 に 歩く鴎 閥 は ２０川６０分 ξ２ ４卓

６０分 以」＝ ３１ １８ ＊

；干を かくような 遼 動 を しま す か
は い

■ ■ ⊥■■■■■■川■
３０■」 ■」 ■

２ ９

Ｌ
い い え フｏ 刀

■■■ Ｌ 一」 ■

愛生 活に問題がありますか
は い ５３ 司９

一
い い え

■■ ■■」 ⊥ ⊥ ■
４５ ５１

［ 止 ■ ■ ■

こ い 工２
．

朽
一

籍 分 警 通 ５３ ６３
■ Ｌ ■ ■■一■■

うす い ２５ ２２

窪 臼 食 ぺ る ２ ２
」 止 Ｌ ■■ ■■■」」」■

脂肪 の多いものを食べ ます が 蒔々食へる ７０
」山

万
＿ ＿

ほと ん ど食 べ な い ２８ ２７

ス 紬 スを毎 目感じ奏すが
はい

＿２： ３竃

いいえ 〃 ４

＊ Ｐく０．０５

一１ 鰯 鰯 繊 ｏ）

１ ＼ メ
’

グ｝ へ 夕

１蟻≡ 〆 ・ 糸 蹴

血 管 年 齢正 常 群、 高 年 齢 群 の 順 に、 運 動 不

足 で あ ると 思 う の は ５６％、 ７３％、 １ 目 に 歩く

時 間 は
、

２０ 分 未 満 は ２０％
、

３８％
、

２０～６０ 分

は ４２％、 ４４％、 ６０ 分 以 上 は ３１％、 １８％ で あ

り、血 管 年 齢 が正 常 群 で「６０ 分以 上 歩く 習 慣」

を 有 す る 住 民 が 有 意 に 多 かっ た。
Ｆ汗 を かく

よ う な 運 動」 をす る の は ３０％、 ２９％と ほ ぼ同

等 で あ っ た。
「食 生活 に 間 題 が ある」と 思 っ て

いる の は ５３％、４９％で あっ た。
「塩 分 が 濃 い」

の は １２％
、

１５％ で あ り
、

「薄 い」 の が ２５％
、

２２％で あっ て、 こ れ ら を考 慮 す る と 高 年齢 群

の塩 分 摂 取 が 多い よ う で ある。脂 肪 摂 取 量 は、

「ほ と ん ど 食 べ な い一 は ２５％
、

２２％ で
、

両 群

間 で大 き な 差 はな かっ た。 ス ト レス に 関 して

は
、

「感 じ る一 が ２１％
、

３６％ で あ っ た
。

Ｖ．
考 案

糖尿 病、 高 血圧、 高 脂 血 症、 肥 満 な どの 生活

習 慣 病 は、 そ の 発症 や 進 展 に 関 わる 要 因 と して

遺伝要因や外部環境要因な どが考えられてきた

が， 最 近 これ ら に加 えて 食 生 活、 運 動 習 慣 な ど

の 生 活習 慣 が 重 要 な 要因 と して 重視 さ れ て いる。

と り わ け 上記 疾 患 の 発症 に は、 過 食 や 運 動 不足

な どの 関 与が、 食 事の 西 欧 化 ・ 飽食 の 時 代、 車

杜 会 の 発 展 と あ い ま っ て 抽 車 が か か っ て い る

（図 ８）。 特 に 戦後 ５０ 余 年 の ライ フス タイノレの

変化と疾病構造の変化は切り離して考える事は

出 来 な い。

棚 ガ 鰍 概い塞？い 鰯 １徽 鰯 鵬ｊ

図 ８ ： 目本 に お け る 糖尿 病 患 者 数の 増 加 とそ の

背景（平成 １３年度 厚生労働省 健康局総務課国

民健康栄養調査資料、 平成 １３年度 国土交通省

資 料 よ り）］∋

アメ リカ で は、 こ れま でに 見 られ た 脂 肪 やカ

ロリー摂取過剰への反省 から食生活への改善が

み られ、 さ ら に禁 煙 な どカミ進 み、 ガ ンの 死 亡 率

が 減 少 してい る。 しか し、 わが 国 で は目 下 小児

肥満症や ３０ 歳代男性の肥満が問題視され、 糖

尿病人囚は右肩あがりである。 小児肥満症は報

告 によ り 差 が ある も の の、 そ の 半 数、 あ る い は

それ以上が生活習慣病に移行するとの調査結果

が ある２）
。こ の よ うな 環 境 下 で は １０ 年後 に 依 然

と してわが国が世界一の長寿国を維持している

が ど う か危 ぶ ま れ る 意 見 が 多 い。

大東 町住民の血管年齢と歴年齢との相関をみ

ると、 暦年齢 ４０歳 は血管年齢が ５０歳前半と血

管 年 齢が 高 い の に対 して、 歴年 齢 ８０ 歳 代 は 血

管 年 齢約 ７０ 歳 と 血 管 年 齢 は若 く、 ６０ 歳 では 実

年鈴と歴年齢が最も接近していた。６０歳代を境

に血管年齢の逆転が観察された。 遠藤らは大東

町 の 食行 動 調 査 によ り、食 物 摂 取バ ラ ンス は ４０

歳 代 で は不 良 で、７０ 歳 代 で は 良毎 な 傾 向 を認 め

た と 報告 して い る３）
。 血 管 の 老 化 を 左右 す る 大

き な ファ ク タ ー と して ライ フス タイ ル の 関与 は

十 分 に言 い 尽く さ れて い る こ と では あ る が、 大

東 町 に おい て も、 食 生 活 の 多角 的、 多 面 的調 査

の結果より、 かつての大豆や野菜申心の伝統食
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淡
、 欧米 化へ と 変 化 して い る。６０ 歳 代 を 境 に 血

管 年 齢 の 逆転 が 認 め られ た こ と は、 第 ２ 次 世 界

大戦をはさんでの様々な環境やライ フスタイ ル

の変化が、 歴 年齢と血管 年齢の乖離に関与 して

い る こ と を 伺 わ せ る。

血管の硬化性加齢変化の過程 を考えたとき、

食生活や運動習慣を加味した生活習慣病の一次

予 防 は、 す で に 小児 期 よ り 始 め られ る べき であ

る。 加 齢と と も に 予測 さ れ る 血 管の 老 化 を 最小

限 に 食 い止 め、
若々 しい 血管 を保 持 す る こと は、

すなわち早期の生活習慣病発症予防に大きく 寄

与 す る と 考 え る。

著 者 ら の これ ま で の調 査 に よ り、 血 管年 齢 が

有 意 に 高 い の は 中牡 年層 に多 く、 拡 張期 血 圧、

ＨＤＬ コ レス テ ロ ー ル な ど に 問題 を 有 して い る

住民 であるという結果が得られた。 肥満が問題

とな っ て い る ３０ 歳 代 男 性 の 中 に は、 そ のま ま

のラ イ フス タイ ル を継 続 した 結 果、 生 活 習 慣病

予備 軍と して中年層へと突入 し、 高い血管年齢

を 示 す一 群 の 存 在 が 予想 さ れ る。 平成 １１ 年 よ

り 行 っ て いる 大 東 町 健康 調 査 プ ロ ジェ ク トに お

け る コ ホ ー ト研 究 の 平成 １４ 年 度報 告 書 の 中 で、

江 口 ら は、 杜年 期、 特 に ４０ 歳 代 の男 女 が 他 の

年齢群と沈較して生活習慣にお ける健康 配慮が

乏 しい 事、４０ 歳 代 の 男 性 は 食 生活 へ の 無 関心 が

目 立つ と 述 べ て い る４）
。 ま だ 疾 病 と は無 関係 と

思 われ る 年 代 に あっ て も、
ｒ些 細 な 異 常所 別 と

と ら え る の で は な く、 ｓｕｂｃ１ｉなｉｃａ１ｓｔａｇｅ に お け

る生活習慣の修正が重要であることを我々 医療

者は繰り 返し強調し、 啓発する使命があると考

え る。

生 活 習 慣 の改 善 に 関 して は、 行 動変 容 に 基 づ

く 修 正 が 望 ま しいと の 考 え が 広 ま っ て いる５）
。

そ こ で 著 者 ら は、 行 動 科 学、 臨 床 検 査 学、 疫 学

な ど３ 視 点よ り 個 人 の総 合 評 価 が 得 られ、 そ れ

に基 づ い て 行 動習 慣 改 善 の気 づ き、 自 己決 定、

行動計画作成の具体的ア ドバイスが提供される

調査用紙「生活習慣カウンセラーｊ （中村正和総

監 修） を採 馬 した。 ア ンケ ー ト結果 を 通 しての

今 回 の検 討に よ って、
「運動 面」と「脂肪 摂 取」、

臨 分摂 恥 の食生活面における年代毎の現状

を 推 察す るこ と が でき た。 中 壮 年層 は塩 分 摂 取

には気をつけているが、 脂肪摂取がやや多く 運

動 不 足 で あ る。 そ れ らの 員 常 生 活 にお け る習 慣

が、 結 果 と して の 高 い 血管 年 齢 に 反 映さ れ て い

る と 思 わ れ た。

加速度脈波による血管年齢が正常範囲であっ

た住 民の 中 に、
「１ 冒 ６０ 分 歩行 するｊ 習 慣 を 有

す る 対 象 者 が 有 意 に 多 か っ た。 こ れ は お よ そ

９０００ 歩 前 後 を意 味 し、
Ｆ一 目 一 万歩一 を推 進 す

る ｅＶｉｄｅ双Ｃｅ と な り う る と 考 え る。

１ 員の平均歩数が加速度脈波からみた末梢循

環機能に及ぼす影響や、 運動・食事併用療法が

耐糖能異常者の加速度脈波に及ぼす効果、 さら

に運動が動脈硬化に及ぼす影響を加 速度脈波を

用 い て 臨 床 的検 討 も 含 めて 観 察 す る な ど、 加 速

度 脈波 の 臨 床 にお け る 応用 が広 が っ て いる。 中

高年女性の運動習慣が血管性状に及ぼす影響や、

２ 型糖尿病患者で １鷲 ７０００ 歩以圭歩く群の加

速 度 脈 波 所 見 な ども 報 告 さ れ て い る呂）
。

週 に ４目 以 上 運動 を す る 群 と ３ 冒以 下 の群 の

比 較 を した と こ ろ、 ４ 員 以 上 の 群 は血 管 年 齢 が

若 か っ た。 心血 管 系の リ ス ク を 加 速度 脈 波 に て

検 討 し、 交感 神 経 の活一性が 常 に 高 い 生活 に よ る

血管 壁 へ の 傷 害 （ス ト レス） を重 視 し、 加 速 度

脈波脈波における機能性変化の反映の重 要性を

指摘 した。 ま た、 総 合 健診 にお け る 加 速度 脈 波

測 定 を通 して、４０ 歳 代 以 前 の 生活 習 慣病 発 芽 年

代の不 良脈波所見より、 軌道修正の提案な どが

行われるような試みが行われる自治体もみられ

る。

加速度脈波 は血管の加齢変化を反映 して動脈

硬 化 指 標 の一 つ と して 用 い られ たり、 薬 効評 価

に 利 用 さ れた り、 さ らに ニ コ チ ン負 荷後 の 血 行

動 態 な どに お いて 検 討が 行 われ て い る。 人 口 の

高 齢化率 ３０％ を超 えた兵 庫県大屋町では加 速

度 脈波 を 成 人病 健 診 に 導 入 した。 そ の 結 果、 ５０

歳 を超 え動脈硬化の進展 が予想されながらも未

治 療 なま ま の 住 民に 対 して 保 健指 導 が 強化 さ れ、

早期の加齢変化の検索に加速度脈波の有効性が

述 べ ら れ た 報告 も昆 ら れ る。

高 沢 ら は１２６名 の 糖 尿 病、高 血 圧、高 脂 血症、

虚血性心疾患の何れかを有する人においては、

ａｇｅ・㎜就Ｃｈ した 上 記の 疾 患 を 有 さ ない 人 と の比

３０



較において、 加速度脈波加齢指数が有意に高か

っ た こ と を 指 摘 し て いる７）
。 ま た こ の 報 告 の 中

でみられた血管年齢算出にあたっての基礎デー

ターと大東町住民の測定値より加齢度 を比較す

る と、 大 東 町住 民 の 血管 は、 器 質 的動 脈 硬 化 ・

機能的進展性の 両面において加齢変化 は緩徐で

あ つ た
。

加速度脈波による末梢循 環動態の観察が、 生

活習慣病の発症や進展と連携した観察点の１側

面 より 把握 さ れ る よ うに な っ てい る が、
さ らに

多く の病態や対象における研究の進展により意

味付けがさらに確立したものになると期待され

る
。

加速度脈波検査結果より、 姐管年齢が若い方

はそ の ま ま のライ フ ス タイ ル を 続行 して 大 き な

間違い はないと考 えられるが、 血管年齢が高い

中壮年期の方が、 たとえ何の自覚症状を有さな

く て も、 そ れ を契 機 に そ の 時期 に ライ フ ス タイ

ル を是 正 して いく こと は、 生 活習 慣病 の 一 次予

防 と し て 有効 で あ り、 健 康 寿 命の 伸 長 に 大 い に

寄 与 す る と 予想 さ れ る。
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